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上士幌町第Ⅰ期地方創生
人口減少の歯止め 地域経済の活性化 東京一極集中の是正

■人口増

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

８人減 ３４人増 ３１人増 ７人増 ２２人減

■東京一極集中の是正（首都圏）

平成28年 転入４６人 転出１０人 転入増３６人

平成29年 転入５７人 転出２９人 転入増２８人

平成30年 転入４９人 転出２４人 転入増２５人

令和元年 転入５４人 転出２５人 転入増２９人

■若者（20～40代）の転入者率

平成28年度 若者２０３人／全世帯主２４２人 ８３. ９％

平成29年度 若者２００人／全世帯主２５８人 ７７. ５％

平成30年度 若者２１２人／全転入者２９８人 ７１. １％

令和元年度 若者２２４人／全転入者３０５人 ７３. ４％

計４２人増 計１１８人増

■高齢化率上昇がストップ

■社会増

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

４８人増 ６７人増 ７５人増 ３９人増 １５人増

計２４４人増

（年度）

（年度）

２０２０（令和２年)国勢調査 ６５年ぶりに人口が増加
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34.77％ 34.39％ 34.31％ 34.29％ 34.35％

国立社人研人口推計（平成２０年）
平成１７年国勢調査５２２９人
令和２年社人研推計４０４５人
令和２年国勢調査確定値４７７８人
（平成２７年国勢調査４７６５人・１３人増）
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盤石な農業基盤

・町内食料自給率３，５０５％

だれもが生涯活躍できるまちづくり
With「(株)生涯活躍のまちかみしほろ」

・地域包括ケア（コミュニティと支え合い）
・人材センターと生業の開発（雇用・経済）
・起業支援（人材育成、ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ）
・健康づくりの誘い（健康ポイント）
・人材育成かみしほろ塾（総合、専門）

地域が稼ぐ力の発揮・地域経営
With「(株)ｋarch（カーチ）」

・エネルギーの地産地消（畜産バイオマス発電・売電）
・DMO事業、ナイタイテラスと新設「道の駅かみしほろ」の運営
・SDGｓとの連動（体験旅行商品、人材育成）

次世代高度技術の実装によるスマートタウンの実現

〇スマート農業、MaaS、自動運転バスの実証実験を実施。(R1)
→Society5.0時代を見据え、農業、医療・介護、教育、移動、
買い物等産業や生活など様々なシーンに
おける生産性や利便性の向上を目指す。

「だれもが生涯活躍・環境と調和したビジネス展開」プロジェクト
～イノベーションでスマートタウンを目指すまち かみしほろ～

民間賃貸住宅供給戸数の増加

・賃貸住宅建設費補助制度が後押しし、
H20より４１１戸増加、住まいを確保

子育て・教育に手厚い支援

・保育・幼稚園無料、通園補助 ・地域で育む子育てサロン
・高校卒業年齢まで医療費無料 ・ICTを活用した学習活動
・ICT推進教諭専門教諭の配置 ・学童保育所や発達支援
・マイホーム建設費子ども一人100万円助成 センターの充実

民間企業設立、雇用の創出

・H27から7社設立、無料職業紹介等
行政把握分だけで１０８人雇用を確保

交流・移住・定住の促進

・NPO法人と連携した移住総合案内
・生活体験住宅の用意
・プロモーション、ふるさと納税寄附者
との交流会によるファンづくり

人の都市・地方循環による地域活性化

〇シェアオフィスの活用を見越した都市人材モニターツアーを実施。(R1)
→町内に整備したシェアオフィスの利用促進により、都市部で働く世代との
関係づくり、地元住民との交流や企業連携による新ビジネス展開を目指す。

第Ⅰ期地方創生の成果

〇人口増４２人 〇社会増２４４人
〇若者（20～40代）の転入率７６．５％
〇首都圏からの転入増１１８人 〇移住者数９５人

第Ⅱ期へ

畜産バイオガスプラント

・メタン発酵消化液による環境保全・
資源循環型持続的農業

・町内再生可能エネルギー電力自給率１，０９２％

環境と調和したエネルギーの地産地消とビジネス展開

〇「地域マイクログリッド構築マスタープラン」策定。(R1)
→畜産バイオガスプラントによる資源循環型農業の推進、
バイオガス発電によるエネルギーの地産地消、
電力小売業によるビジネス展開を実現している。

○人の流出に歯止めをかけ、地域を活性化させるため、住まい、仕事、子育て・教育の手立てを充実→第Ⅰ期地方創生に成果。
○畜産バイオガスによるエネルギー地産地消と売電、SDGｓと連動したDMO事業で、環境と調和したビジネス展開、経済活性化。
○スマートタウンの実現と人の都市・地方循環による交流・ビジネス展開が、「だれもが生涯活躍できるまちづくり」を後押し。

2020年7月にオープンした
「かみしほろシェアOFFICE」

自動運転バス

人口減少

強みの助長

弱みの克服

将
来

町内森林の酸素供給量は、５０００人
町民が消費する１００年分相当

２０２０ 第４回ジャパンSDGsアワード 内閣官房長官賞 提案概要



移住・生活体験利用者数 北海道１４４町村中第1位（令和２年度）
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生活体験・移住定住実績

移住実績 生活体験実績者数

移住実績

町民と移住者、生活体験中の人が集えるお誕生日会やフリーマーケット
等、町民主体の交流を通して、移住後の生活のイメージと安心感を提供

生活体験実績者数

年度 生活体験実績者数 移住実績

～Ｈ１９ ８組15人 11組20人

Ｈ２０ 23組45人 9組19人

Ｈ２１ 38組91人 ４組8人

Ｈ２２ 32組56人 3組4人

Ｈ２３ 30組57人 7組12人

Ｈ２４ 23組73名 ３組7人

Ｈ２５ 36組102人 10組21人

Ｈ２６ 36組94人 10組17人

Ｈ２７ 42組83人 7組15人

Ｈ２８ 63組151人 9組15人

Ｈ２９ 56組157人 10組22人

Ｈ３０ 56組132人 ８組16人

Ｈ３１（Ｒ１） 56組161人 11組27人

Ｒ２ 33組68人 6組11人

合計 532組1,285人 108組214人

※二地域居住含む

お試し暮らしから始まる関係人口と完全移住





地域全体で育てたい参加者募集

おばあちゃんもホット
するステーション

三つ子ちゃんも安心



2020第4回ジャパンSDGsアワード

これまでの取組が評価され、SDGs達成に資する優
れた取組を行っている企業・団体等を表彰する

「第４回ジャパンSDGsアワード」SDGs推進副本部
長賞（内閣官房長官賞）を受賞。

Kamishihoro Town

7

内閣官房長官賞受賞

2021SDGｓ未来都市選定＆
SDGｓモデル事業採択

「世界気候エネルギー首長誓約」に署名



8

SDGs の普及活動（ＳＤＧｓで世代をつなぐ）

認定こども園

高齢者中学生

小学5年生※年間30時間授業

若者



第2期 地方創生

ＳＤＧｓ×脱炭素×デジタル

自動運転バス レベル４に向けて

東京23区の総面積626.7km2

●

十勝

北海道

東
京

食料自給率
3500%

生乳生産量（年）
１３万７千ｔ

バイオガス発電
自給率100％

大雪山国立公園 北海道遺産

日本一広い公共牧場

癒しのぬかびら源泉郷温泉 ドローン配送

総面積 696.00㎢
人 口 4,949人

（令和４年６月現在）

バイオガスプラント

人口増加

第1回脱炭素先行地域・2020第4回ジャパンSDGsアワード内閣官房長官賞・2021SDGｓ未来都市・2020第8回プラチナ大賞総合的地域賞
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未来へつなぐ持続可能なまちづくり～ゼロカーボン上士幌の実現を目指して～

地域脱炭素の
主な取組

地域再生可能エネルギーの地産地消を加速化させ、2030年を待たず
に民生部門の電力使用におけるCO2排出量を実質ゼロにする。

◎脱炭素の主な取り組み
●個人・事業所への太陽光発電設備導入支援 ●防災拠点におけるマイクログリッド化
●EV、次世代技術の導入による省エネ ●ＺＥＨ、ＺＥＢの推進・普及

＊民生部門（住宅・公共施設・事業所）需要18,898,077kwh年≦創エネ18,087,080Kwh/年＋省エネ1,041,382Kwh/年

●



第１回「脱炭素先行地域」に選定！【環境省】（2022.4.26）

☑ 本町の脱炭素実現に向けた提案内容が評価され、第１回「脱炭素先行地域」に選定。

国の支援（上限50億円）を受けながら、中長期的な視点で脱炭素に向けた取組が可能に。
※今回の募集には79地域が応募し、26地域が選定。

（左から）穂坂環境大臣政務官、務台環境副大臣、山口環境大臣、
竹中町長、大岡環境副大臣、中川環境大臣政務官

上士幌町ゼロカーボンシティ宣言



上士幌町
資源循環型農業で持続可能な農村社会

牛の寝床

残渣物は牛の寝床



GEA 地球環境行動会議 2022.10.27～28 東京プリンスホテル

持続可能な社会づくり～生物多様性保全と食料安全保障も視野に～

開会式では天皇・皇后両陛下ご臨席のもと、岸田内閣総理大臣を迎え、ドイツ ポツダム気候影響研究所「ハンス・
J・シェルンフーバー所長の基調講演が行われた。２日間わたる会議では、脱炭素、水、海洋プラスチック、食料安保
など4つのセクションで行われ、上士幌町からは第3セッション「持続可能な社会づくり～生物多様性保全と食料安全
保障も視野に～について発表した。



ドローンに
よる山岳遭
難救助隊レベル4に向けドローン物流

実証研究 22年10月～

タブレットによるオンデ
マンド予約 実用化 レベル4に向け自動運転実証実験

22年10月～

持続可能なまち スマートタウンを目指して

スマート農業

デジタル化 省エネ イノベーションのまち

世界初！空飛ぶ受精卵
配送事業

Society 5.0（ソサエティ5.0）

新スマート物流
SkyHubの仕組み



Autonomous

mobility

自動運転を活用した
地域の足の確保

2017年から複数回の実証実験を経て、

自動運転バスの定期運行開始

Bus 
Services

・Sunday

・Monday

・Thursday

・Saturday

*four services each day

【2022.12~】

｢気候変動アクションに関する日欧100都市対話｣資料より



On demand

transportation

「定時定路線運行」から
「デマンド運行（事前予約制）」に転換

高齢者でも使いやすい
簡単なＵＩ設計

運行日・時間を増設
自宅前まで送迎

バスの稼働率

70％削減

利用者

2.4倍に増加

空き時間を可視化し、
住民の利便性を向上

高齢者の
外出機会の
きっかけにも

【2020.9~】

｢気候変動アクションに関する日欧100都市対話｣資料より



Drone

ドローンを活用した配送実証

・ドローンを活用した省人化と脱炭素化による

地域内物流の最適化

ドローンを活用した
地域内物流の最適化

｢気候変動アクションに関する日欧100都市対話｣資料より



関係人口創出プロジェクト
リモートワーク・ワーケーションの拠点施設オープン

企業滞在交流施設“にっぽうの家”かみしほろシェアＯＦＦＩＣＥ

2020.7～ 2022.4～

無地ハウスの設計
博報堂グループスパイスボックス指定管理

町直営のシェアオフィス
シェアオフィスを所在地とする会社登記を許可



「田
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ご清聴ありがとうございました


